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ゲーム形式で
とても楽し
かった♪

身近な仕事として
感じることが
できた

体験と
目からの情報で、
説明が入りやすく
子どもにもわかり
やすかった!

　
福
祉
人
材
や
、
福
祉
の
養
成
校
に
進
学
す
る
学
生
が
減
少
す
る
中
、
未
来
の
福
祉

人
材
を
育
て
る
取
り
組
み
と
し
て
、
小
学
生
向
け
福
祉
の
仕
事
魅
力
発
信
イ
ベ
ン
ト

『
ふ
く
し
パ
ー
ク
』
を
夏
休
み
中
の
8
月
5
日
（
土
）
イ
オ
ン
モ
ー
ル
太
田
に
て
開
催

し
ま
し
た
。

　
会
場
は
「
し
ゃ
か
い
ふ
く
し
し
」、「
か
い
ご
ふ
く
し
し
」、「
ほ
い
く
し
」の
3
つ
の
ブ
ー

ス
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ー
ス
で
、
謎
解
き
や
ク
イ
ズ
、
製
作
な
ど
の
遊
び
を

通
し
て
楽
し
く
福
祉
の
仕
事
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
準
備
し
ま
し
た
。
小
さ
い

お
子
様
向
け
に
、
座
っ
て
遊
べ
る
コ
ー
ナ
ー
も
設
置
。
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
ボ
ッ
チ
ャ
や
、

町
の
地
図
の
中
か
ら
「
し
ゃ
か
い
ふ
く
し
し
」
を
探
す
も
の
、
紙
コ
ッ
プ
を
使
っ
た
手

作
り
ク
ラ
ッ
カ
ー
な
ど
が
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
！
子
ど
も
と
保
護
者
合
わ
せ
て
約

１
７
０
名
の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
体
験
し
た
ポ
イ
ン
ト
数
に
応
じ
て
、
お
菓
子
と
交
換
が
で
き
る
た
め
、
ど
れ
に
し

よ
う
か
な
？
と
悩
む
子
ど
も
た
ち
の
姿
も
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し

て
く
れ
た
高
崎
健
康
福
祉
大
学
の
学
生
た
ち
と
楽
し
く
取
り
組
む
子
ど
も
た
ち
の
元

気
な
声
が
た
く
さ
ん
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。

謎
解
き
や
ク
イ
ズ
で
楽
し
く
福
祉
を
学
ぶ

開催しました！
群馬県福祉人材センター小学生向け福祉の仕事魅力発信イベント！

特 集
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福祉のお仕事

相談に関する予約・お問い合わせはこちら

利用時間／
月～金　９時～17時
土・日･祝はお休みです。

（受付は16時45分まで）

※オンライン相談も可能。
　相談の予約はお電話または　
　WEBでも受け付けています。

TEL.027-255-6600

Webフォーム

@266tkzsy

群馬県福祉人材センター
センターについて・利用時間

小学生向け福祉の仕事魅力発信イベント『ふくしパーク 』！

①北毛地区福祉の仕事フェア
　　10月19日（木）13：00～15：00　
　　渋川市民会館

②福祉の仕事ガイダンス2023　保育編・児童福祉編
　　10月26日（木）	
　　①保育現場における『困った子』の支援　　10：30～12：00
　　②『しせつ』における子どもの支援　　　　13：00～14：30
　　群馬県社会福祉総合センター601研修室
　　講師：京都橘大学　総合心理学部 総合心理学科　特任教授　宮井研治　氏

③介護の日　福祉の仕事フェア　～『これからの介護』介護技術やＩＣＴでどう変わるのか～
　　１１月６日（月）1３：00～16：00
　　講師：生活とリハビリ研究所　下山名月　氏　
　　講演会の他、アロマやカラー診断コーナー、福祉用具展示会、就職相談会等を予定しております。
　　詳細についてはお電話でお問い合わせください。

今後のイベントについて
申込

フォームは
こちら

申込
フォームは
こちら

大学での製作の様子

特 集

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
高
崎
健
康
福
祉
大
学
健
康
福
祉
学
部
社
会
福
祉
学
科
の
3
年
生
、
4
年
生
計
12

名
の
学
生
と
、
企
画
の
段
階
か
ら
コ
ラ
ボ
し
ま
し
た
。
普
段
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
を
学
ぶ
学
生
た
ち
が
、

ど
う
し
た
ら
小
学
生
が
興
味
を
も
っ

て
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
る
か
、意
見
を
出
し
合
い
、

一緒
に
作
業
に
取
り
組
ん
で
く
れ
ま

し
た
。

　
製
作
段
階
で
は
控
え
め
だ
っ
た
学

生
た
ち
も
、
当
日
子
ど
も
た
ち
と
、

腰
を
低
く
し
、
目
線
を
合
わ
せ
て

か
か
わ
る
姿
は
、
非
常
に
い
き
い
き

と
し
て
お
り
、
新
し
い一面
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
！

　
学
生
の
み
な
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
福
祉
分
野
で
の
活
躍
に
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。
ま
た
、
夏
休
み
の一日

の
思
い
出
が
、
い
つ
か
子
ど
も
た
ち
が
福
祉
の
仕
事
を
志
す
き
っ
か
け
と
な
っ
て
く
れ
れ
ば
、
こ
ん
な
に
嬉

し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

福
祉
を
学
ぶ
学
生
か
ら
子
ど
も
た
ち
へ
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<<<<<<< T O P I C S県 社 協 の 活 動 や 県 内 の 福 祉 に 関 す る
情 報 を お 知 ら せ し ま す

◎こども食堂の運営者が、自分たちががんばってきたことを確認
し共有できる、またこども食堂で起きていることを知り積極的に
応援しよう！やってみよう！という気持ちになるようなワーク
ショップを企画しています。

こども食堂ネットワークぐんま
５周年記念事業のお知らせ

　
近
年
、
こ
ど
も
食
堂
と
い
う
言
葉
を
耳
に

す
る
機
会
が
増
え
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
ど
も
食
堂
は
こ
ど
も
の
居
場
所
だ
け
で

は
な
く
、
地
域
の
居
場
所
と
し
て
注
目
さ
れ

て
お
り
、食
事
提
供
・
孤
食
の
解
消
・
食
育
・

地
域
交
流
の
場
づ
く
り
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
意

味
合
い
を
持
ち
、
各
団
体
が
創
意
工
夫
を
し

な
が
ら
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
７
月
に
は
、
群
馬
県
域
の
こ
ど
も
食

堂
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
「
こ
ど
も
食
堂

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ぐ
ん
ま
」
が
５
周
年
を
迎
え

ま
し
た
。
設
立
当
時
数
団
体
で
あ
っ
た
の
が
、

今
で
は
50
以
上
の
団
体
が
所
属
す
る
大
き
な

つ
な
が
り
の
輪
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
団
体

だ
け
で
は
な
く
、「
こ
ど
も
食
堂
の
た
め
に
何

か
で
き
な
い
か
？
」
と
、
寄
附
・
寄
贈
の
ご

相
談
も
増
え
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
人
が

こ
ど
も
食
堂
を
き
っ
か
け
に
地
域
の
こ
と
に

関
心
を
持
ち
、
こ
ど
も
達
の
た
め
、
地
域
の

た
め
に
出
来
る
こ
と
を
考
え
て
く
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
年
11
月
18
日
（
土
）
に
は
５
周
年
記
念

事
業
と
し
て
公
開
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
随
時
H
P
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
こ
ど
も
食
堂
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
ぐ
ん
ま
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

こども食堂
ネットワークぐんま

のぼり旗

日時：令和５年11月18日(土) 13：30～16：00
会場：群馬建設会館

こども食堂　ぐんま

ホームページに
最新の加入団体公開中！

寄附・寄贈・入会・ボランティア等
お問い合わせはこちら！
TEL:027-255-6111
MAIL: kodomo-snet@g-shakyo.or.jp

（事務局：群馬県社会福祉協議会  地域福祉課 ）
こども食堂ネットワークぐんま

こども食堂ネットワークぐんま
設立５周年にあたって

“それぞれのこども食堂ではこどもの
食を守り、そのまわりでは様々な形で
その活動を守っているよ！ ”
という意味が込められています。
こども食堂ネットワークぐんまの目印
として、いろいろな場面で活用してい
く予定です。

ロゴマークが完成！
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T O P I C S  <<<<<<< 

社
会
福
祉
法
人
・
施
設
等
連
絡
会
の
取
組

PICK UP ～県内の取り組みをピックアップ～

● 
社
会
福
祉
法
人
・
施
設
等
連
絡
会
と
は

　
市
町
村
域
に
お
い
て
、
高
齢
・
障
害
・
児
童
等
の
種
別
を
越
え
て
社
会
福
祉
法
人
・

施
設
が
連
携
し
、
市
町
村
社
協
を
中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
も
の
で
す
。

　
災
害
時
の
相
互
応
援
体
制
の
構
築
や
共
同
し
て
の
研
修
実
施
、
市
町
村
社
協
と
協
働

し
て
地
域
の
様
々
な
福
祉
課
題
の
解
決
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

● 

連
絡
会
を
実
施
す
る
こ
と
で
…

・
包
括
的
支
援
体
制
の
一
翼
を
担
う

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
多
様
な
福
祉
ニ
ー
ズ
や
複
合
化
・
複
雑
化
し
た
課
題
等

に
対
応
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
市
町
村
に
お
け
る
包
括
的
支
援
体
制
に
お
い
て
、

そ
の
一
翼
を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
社
会
福
祉
法
人
・
施
設
の
支
援
力
の
向
上
へ

　
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
専
門
性
の
認
識
や
課
題
の
共
有
等
に
よ
り
、
種
別
を
越
え
た
福
祉

ニ
ー
ズ
へ
の
連
携
し
た
取
り
組
み
や
災
害
時
の
相
互
応
援
体
制
の
構
築
等
、
社
会
福
祉

法
人
・
施
設
の
支
援
力
の
向
上
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

前
橋
市
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会

●
公
式Tw

itter

（X)

を
開
設　
　

　

@
m

aefukuren

　
連
絡
会
の
活
動
や
会
員
法
人
の
情
報
を
発
信
中
！　

●
施
設
利
用
ガ
イ
ド
の
作
成

　
地
域
に
会
員
法
人
の
情
報
を
知
っ
て
も
ら
え
る

　
ガ
イ
ド
を
作
成
中
（
令
和
５
年
度
中
に
公
開
予
定
）

●
前
橋
社
協
Ｈ
Ｐ
内
で
取
組
を
発
信　

　

https://w
w
w
.m
ae-shakyo.or.jp/calendar/

富
岡
市
社
会
福
祉
法
人
連
絡
会

　
災
害
時
の
相
互
応
援
や
地
域
貢
献
を
テ
ー
マ
に

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
推
進
。

●
「
各
法
人
（
施
設
）が
保
有
す
る
備
品
・
備
蓄
品
に
つ
い
て
」

　
施
設
の
備
蓄
品
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、整
備
状
況
や
整
備
し
て
よ

　
か
っ
た
も
の
、実
際
に
賃
借
し
た
い
備
品
な
ど
を
共
有
（
R
４
）

●
「
福
祉
避
難
所
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

　
行
政
説
明
・
福
祉
避
難
所
指
定
施
設
の
事
例
紹
介
を
も
と
に

　
検
討
（
R
５
）

み
な
か
み
町
社
会
福
祉
法
人
等
連
絡
会

　
社
会
福
祉
法
人
以
外
に
も
医
療
法
人
や
N
P
O
法
人
、営
利
法
人
も
構
成
メ
ン　

　
バ
ー
に
加
え
て
連
絡
会
を
設
置
。

　
合
同
企
業
説
明
会
を
実
施
し
町
の
福
祉
人
材
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
み
な
か
み
町
内
の
医
療
介
護
福
祉
事
業 

　
合
同
企
業
説
明
会
（
Ｒ
４　
10
月
）

●
高
校
生
向
け
合
同
企
業
説
明
会

　
　
　
　
　
　
　
（
Ｒ
５　
３
月
・
８
月
）

● 

県
内
の
連
絡
会
設
置
状
況
（
令
和
５
年
９
月
現
在
）

連
絡
会
の
取
り
組
み
例

総
合
相
談
、
生
活
困
窮
者
支
援
、

　
災
害
支
援
、
災
害
時
相
互
応
援
、

福
祉
教
育
、
就
労
支
援
、
人
材
確
保
、

　
職
員
研
修
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
、

外
出
支
援
、
電
球
交
換
等
の
生
活
支
援　
等
々

　
令
和
５
年
９
月
現
在
、13
市
町
村
１
地
区
で
連
絡
会
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

前
橋
市
、高
崎
市
乗
附
地
区
、桐
生
市
、太
田
市
（
高
齢
者
関
係
）、沼
田
市
、館
林
市
、

渋
川
市
、藤
岡
市
、富
岡
市
、下
仁
田
町
、中
之
条
町
、川
場
村
、昭
和
村
、み
な
か
み
町
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神
流
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
令
和
４
年

度
か
ら
認
知
症
予
防
教
室
事
業
「
け
や
き
く
ら

ぶ
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者
の
方
に
対

し
、
脳
ト
レ
や
健
康
体
操
を
行
う
こ
と
で
認
知

症
予
防
を
図
る
と
共
に
、
認
知
症
を
早
期
発
見

し
医
療
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
標
に
事
業
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

地
域
と
の
連
携
を
図
る
中
で
、「
認
知
症
と
診

断
さ
れ
て
介
護
認
定
を
受
け
た
が
、
ま
だ
介
護

サ
ー
ビ
ス
は
必
要
と
し
て
い
な
い
方
」
や
「
介

護
認
定
を
受
け
た
こ
と
で
社
協
事
業
に
参
加
で

き
な
く
な
っ
た
方
」
な
ど
、
制
度
の
狭
間
に
い

る
方
に
対
す
る
受
け
皿
と
し
て
紹
介
さ
れ
る
こ

と
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
口
コ
ミ
に

よ
り
新
し
い
参
加
者
の
方
も
少
し
ず
つ
増
え
て

い
ま
す
。

　

広
い
受
け
皿
と
し
て
、
町
内
に
住
む
高
齢
者

の
方
が
笑
顔
に
な
れ
る
活
動
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

け
や
き
の
花
言
葉
は

「
幸
運
」「
健
康
」「
長
寿
」

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
ら
れ
る
よ
う
に

願
い
を
込
め
て

社協
レポート

まちの

各市町村社協の
取り組み、活動を
レポートします

助け合い、支え合う、県社協の仲間を紹介します

群馬県精神障害者家族会連合会（群馬つつじ会）

　精神疾患を抱えた患者の家族の集まりで、会員数約270人、県内13の単
会があります。
　コロナを機に、電話相談（水曜・10時～15時）を始め、家族会への入
会や、面談に繋がる方もいて手応えを感じております。
　また、昨年より全国組織のみんなねっとで実績のある「家族の家族によ
る学習会」を始めました。専門職でない、同じ立場で、同じ経験をしてい
る家族が参加者と担当者となり、１日３時間を５回行い、大変好評です。
会員外でも困っている方に是非お勧めです。
　令和５年度は、７月の研修会で「聞き・考え・実行する」をテーマに福
祉計画や体験談から学び、11月には「今出来ることを考えるパート４」を
予定し、親亡きあと、8050問題に取り組んでおります。

社会福祉法人

神流町社会福祉協議会
群馬県多野郡神流町大字神ヶ
原430番地-1

TEL　0274－58－2781
FAX　0274－58－2791

神流町社会福祉協議会
ホームページ

職員からひと言

　けやきくらぶでは、身体
を使った脳トレを取り入れる
ことで、認知症予防だけで
なく、フレイル予防も目指し
ています。終わる頃には皆
さん10歳は若返って見えま
すね。

※詳しくは事務局までお問い合わせください。　　☎027-289-9647

家族会の活動の3本柱
（仲間と癒しあい）（医療福祉を学ぶ）（制度の遅れに声を上げる）

健康体操で頭
も身体もリフ
レッシュ

色文字カルタ
で脳を活性化

県県社社協協会会員員紹紹介介

令和４年度厚生労働大臣表彰の受賞

「家族の家族による学習会」の様子
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来場者の目をくぎ付けにする金澤翔子氏の力強い席上揮毫国内外で目覚ましい活躍をする
金澤翔子氏

共生社会実現に向けた代表作「共に生きる」

群馬県障害者芸術文化活動支援センター開設記念シンポジウム開催！

　
盛
り
上
が
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

　

当
日
は
、
ラ
ジ
オ
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
・
内
藤
聡
氏
の
進
行
の
も
と
、
屋

外
ス
テ
ー
ジ
で
は
渡
良
瀬
特
別
支
援
学

校
・
つ
ゆ
草
和
太
鼓
愛
好
会
に
よ
る
迫

力
満
点
の
和
太
鼓
演
奏
が
披
露
さ
れ
、

屋
内
ス
テ
ー
ジ
で
は
ダ
ウ
ン
症
の
天
才

書
家
・
金
澤
翔
子
氏
の
席
上
揮
毫
、
翔

子
さ
ん
の
母
で
書
家
の
金
澤
康
子
氏
の

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、「
障
害
者
芸
術
文
化
の

可
能
性
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
、
数
多
く
の

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
て
、
多

く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
金
澤
翔
子
氏
が
大
筆
で

力
強
く
代
表
作
「
共
に
生
き
る
」
を
書

き
上
げ
る
と
、
固
唾
を
の
ん
で
見
守
っ

て
い
た
観
客
た
ち
か
ら
大
き
な
拍
手
が

巻
き
起
こ
り
、
会
場
は
熱
気
と
感
動
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や

　
作
品
展
示
も
盛
況

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ

イ
ブ
ル
・
ア
ー
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
代
表
理

事
の
柴
崎
由
美
子
氏
と
（
一
社
）
シ
ブ

ヤ
フ
ォ
ン
ト
共
同
代
表
の
磯
村
歩
氏
、

群
馬
県
障
害
者
芸
術
文
化
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
工
房
あ
か
ね

代
表
の
小
柏
桂
子
氏
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ

め
ん
ぼ
代
表
の
野
村
裕
子
氏
が
登
壇
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
階
の
「
は
る
な
プ
ラ
ザ
」

と
２
階
の
「
パ
ー
ク
ス
ト
リ
ー
ト
」
で

は
、
県
内
で
活
動
す
る
団
体
や
県
内
特

別
支
援
学
校
の
作
品
展
示
が
行
わ
れ
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
も
催
さ
れ
ま
し
た
。

素
晴
ら
し
い
ア
ー
ト
作
品
の
数
々
に
、

大
勢
の
買
い
物
客
が
足
を
止
め
て
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

つながろう！ひろげよう！　障害者によるアート活動の輪

書家・金澤翔子氏
伊勢神宮や東大寺など日本を
代表する神社仏閣で奉納揮毫
や個展を開催。ローマ教皇庁
に大作「祈」を寄贈。国外で
はニューヨーク、チェコ、シ
ンガポール、ブラジル等で個
展を開催。年間約 10 万人以上
が個展等に訪れる。

つなげよう
！スタンプラ

リー
オリジナル

缶バッチを
プレゼント！

群馬県障害
者芸術文化

活動

支援センタ
ー開設記

念シンポジ
ウム

渡良瀬特別
支援学校・

つゆ草和太
鼓愛好会に

よる

「障害者芸
術文化の可

能性」

【パネリ
スト】

NPO法人エ
イブル・アー

ト・ジャパン
代表理事

 柴崎 由美
子氏和太鼓演

奏

ダウン症の

天才書家
金澤 翔子

氏かなざわ
　  しょ

うこ

席上揮毫
(きごう)

アートと福
祉の現場で

先駆的な実
践を行って

き

たNPO法
人エイブル

・アート・
ジャパン。

南東

北・北関東
ブロック広

域センター
とSOUP（

障

害者芸術活
動支援セン

ター＠宮城
）の運営事

業

者として、
先進的な取

組を展開。

（一社）シ
ブヤフォン

ト

群馬県障害
者芸術文化

活動支援セ
ンター

NPO法人
工房あかね

　代表 小柏
 桂子氏

NPO法人
あめんぼ　

   代表 野村
 裕子氏

共同代表
 磯村 歩氏

企業と行政
と学校、障

がい者支援
事業所の産

官

学福による
障がいの

ある人たち
が書いた文

字

や絵をフォ
ントやデジ

タルパタ
ーン（柄）

へと

デザインす
るプロジェ

クトを展開
。ソーシャ

ル

プロダクツ
・アワード

2021大賞
、IAUD国

際

デザイン賞
金賞ほか、

数々の賞を
受賞。

10：00～
屋外ステー

ジ

13：00～
はるなプラ

ザ  特別講
演

15：00～
はるなプラ

ザ パネル
ディスカッシ

ョン

〈団体・県
内特別支援

学校による
作品展示

も行いま
す！出展者

一覧は裏面
をチェック

！！〉

天才書家を
育てた母

かなざわ
　  やす

こ

金澤 泰子
氏

トーク
ショー

ステージM
C

内藤 聡
氏

(ラジオパ
ーソナリテ

ィ)

10：00～
16：30

10：00～
16：30

2023.8.192023.8.19
土

スマーク伊
勢崎 1Fは

るなプラザ
・屋外スペ

ース / 2F
パークスト

リート

スマーク伊
勢崎 1Fは

るなプラザ
・屋外スペ

ース / 2F
パークスト

リート

会 場

ステージコ
ンテンツ

つながろう
！ひろげよう

！
つながろう

！ひろげよう
！ 参加

無料！
参加
無料！

集めて

もらえ
る！

スタンプを
3つ集めた

ら

1 2 3
小さい子か

らお年寄り
まで簡単で

安全に

体験できま
す。見るこ

と、聞くこ
と、触るこ

となどの感
覚を改めて

意識したり
再発見

したりする
ことができ

るかも知れ
ません。

「この音、
何の音？」

「袋の中に
は何がある

の？」

「触ったも
のが見えて

くる？」

聞いて、触
って、見て

係の人から
スタンプを

押してもら
ってね！

※配布数に
は限りがあ

ります。な
くなり次第

終了となり
ますので、

ご了承くだ
さい。

東京都出
身。書家。

5歳から書
家である母

の師

事で書を始
める。伊勢

神宮や東大
寺を始めと

し

た日本を代
表する神社

仏閣で奉納
揮毫や個展

を開催。 ロ
ーマ教皇庁

(バチカン
)に大作「祈

」を

寄贈。国外
ではニュー

ヨーク、チ
ェコ、シン

ガ

ポール、ブ
ラジル等で

個展を開
催。これま

でに

延べ200万
人が金澤

の書にふれ
、年間約1

0万

人以上が個
展等に訪れ

る。東日本
大震災後に

発

表した自身
代表作「共

に生きる」
を合言葉に

、被

災地への
応援や、障

害者支援
など共生社

会実

現に向けた
活動にも継

続的に取り
組んでいる

。

書家。ダウ
ン症の天

才書家・金
澤翔子の

母。明治大
学卒。書家

の柳田泰雲
・泰山に

師事。東京
都大田区に

「久が原書
道教室」

を開設。ダ
ウン症の

書家・金澤
翔子を産

み育て、世
界的な書家

にまで導い
た母と

して、書の
師匠として

注目を集め
る。全国

各地の行
政、企業、

各種団体
などからの

講演依頼は
延べ1000

回を数える
。これま

でテレビや
ラジオを中

心に多数の
メディ

アに出演す
る。また、出

版著書は2
0タイト

ルを超え、
多くの書物

にて連載を
持つ。

書家・金澤
 翔子氏 プ

ロフィール
書家・金澤

 泰子氏プ
ロフィール

感覚再発見
！？

ディスカッ
ションテー

マ

パネリスト

参加者には
ヤクルトの
無料配布

も
あるよ！

来場者でにぎわうアート作品展示

県では、障害者の芸術文化活動の普及を支援するため、
今年４月に「群馬県障害者芸術文化活動支援センター」を開設。これを記念して、

８月 19 日（土）、スマーク伊勢崎を会場に開設記念シンポジウムが開催されました。
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I N FORMAT ION
社会福祉施設の「ＢＣＰ（事業継続計画）策定」に向けて

編集／発行
社会福祉法人 群馬県社会福祉協議会
＊福祉ぐんまは、群馬県社協ホームページでも
　ご覧になれます。

　〒371-8525（専用郵便番号）
　群馬県前橋市新前橋町13-12
　群馬県社会福祉総合センター内
　ＴＥＬ　027-255-6033（代表）
　ＦＡＸ　027-255-6173
　ＵＲＬ　https://www.g-shakyo.or.jp/
　発行日　令和５年10月１日

あ と が き
　暑かった夏も終わり、朝晩は過ごしやすくなりましたが、日中
との気温差もあって体調を崩さないよう気をつけたいものです。
　この季節と言えば、○○の秋とよく耳にしますが、イベントや
催し物が多く開催される季節でもあります。
　町内会の行事など、実施できていますか？地域の皆さんで話し
合い、内容を変更して実施した。やむを得ず中止または廃止とし
た恒例行事もあるかと思います。
　住民の皆さんが話し合う場を作る。地域の課題は地域で考える。
何かあればお互いさまの精神で。そんな住民主体の地域づくりや
町づくりを社会福祉協議会も一緒に考えます。

� 編集委員　甘楽町社会福祉協議会
山田　剛

　令和３年度の介護報酬改定、障害福祉サービス等報酬改定においても、３年間の経過措置を設けて、「ＢＣＰ
（事業継続計画）」の策定が全事業者に義務付けられました。
　社会福祉施設が被災した場合、利用者の避難や職員の応援等が必要になりますが、近年の風水害や土砂災害
による被害を鑑みた時に、「避難確保計画」の策定が義務付けられている事業所の避難先をどのように確保する
か、在宅でのサービス利用者の安否確認等、利用者の安全配慮義務の観点から急務の取り組みとなっています。

　災害により被災した社会福祉施設において、地域を支える社会福祉法人・福祉施設として、福祉避難所の開
設運営を含め、サービスをどのように再開につなげていくか等、事前に方向性を整備しておく必要性からもＢ
ＣＰ策定は大変重要となっています。
　そのため、ＢＣＰは単なる計画ではなく、利用者や家族の信用を維持し、地域社会にも安心をもたらすもの
であり、福祉施設の価値の維持・向上につながる実効性の高いものであることが求められています。

　県社協では、ＢＣＰ策定に関するセミナーを、①基礎編、②入所施設編、③通所施設編、④計画相談編と４
回に分け、介護分野、障害分野のそれぞれを対象にセミナーを開催し、平成30年度から本県の社会福祉法人・
福祉施設のモデルＢＣＰ策定でアドバイザーとして協力いただいている佛教大学の後藤至功先生に講師として
尽力いただきました。
　講義の中で、①安全ゾーンの確
保、②電力の確保、③職員の情報
共有の仕組み、④地域との連携の
４点を外さずに策定を進めて欲し
いことをポイントとしてお伝えい
ただきました。

気候変動の中、福祉施設に求められる対策として　　　　

ＢＣＰに求められるもの

策定に向けたセミナーの開催

策定研修の様子
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